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(57)【要約】
【課題】優れた硬化性、タック性および密着性を有する光硬化型インクジェット印刷用イ
ンク組成物を提供すること。
【解決手段】重合性化合物および光重合開始剤を含有する光硬化型インクジェット印刷用
インク組成物であって、前記重合性化合物は、トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）
アクリレートと、アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、ベンジル（メタ）
アクリレートと、エチルカルビトール（メタ）アクリレートを含み、前記インク組成物中
、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートの割合は３質量％以上２３
質量％以下であり、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートの割合は２質量％以上
３５質量％以下である光硬化型インクジェット印刷用インク組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重合性化合物および光重合開始剤を含有する光硬化型インクジェット印刷用インク組成
物であって、
　前記重合性化合物は、トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートと、アミ
ド結合および環構造を有する単官能モノマーと、ベンジル（メタ）アクリレートと、エチ
ルカルビトール（メタ）アクリレートを含み、
　前記インク組成物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートの割
合は３質量％以上２３質量％以下であり、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレート
の割合は２質量％以上３５質量％以下であることを特徴とする光硬化型インクジェット印
刷用インク組成物。
【請求項２】
　前記重合性化合物は、さらに、アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーを含むこと
を特徴とする請求項１記載の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物。
【請求項３】
　着色剤を含むことを特徴とする請求項１または２記載の光硬化型インクジェット印刷用
インク組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を印刷し
て得られることを特徴とする印刷物。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を用いる
ことを特徴とするインクジェット印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光硬化型インクジェット印刷用インク組成物、印刷物、およびインクジェッ
ト印刷方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光硬化型インク組成物は、乾燥が早く、揮発性溶剤を含有しないので、環境に対して有
害な成分の揮発がないこと、さらに種々の基材に印刷可能なことなどの優れた性能を有す
ることから、オフセット印刷、グラビア印刷、スクリーン印刷、凸版印刷、インクジェッ
ト印刷などの幅広い印刷分野で利用されている。
【０００３】
　とくに、インクジェット印刷は、印刷方式自体が基材の材質や形状を問わず、簡単かつ
安価に画像が作成可能なため、ロゴ、図形、写真画像などの通常の印刷、マーキング、カ
ラーフィルターなどの特殊印刷などの様々な分野で応用されている。
【０００４】
　上記のような分野で応用される光硬化型インクジェット印刷用インク組成物としては、
硬化性やタック性に優れるものが知られている（特許文献１～４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１９－３１６１８号公報
【特許文献２】特開２０１８－２４７５８号公報
【特許文献３】特開２０１５－８１２８４号公報
【特許文献４】国際公開第２０１３／０２７６７２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　一方、上述のとおり、インクジェット印刷は、印刷方式自体が基材の材質や形状を問わ
ず、簡単かつ安価に画像が作成可能であるが、特許文献１～４で開示された光硬化型イン
クジェット印刷用インク組成物を用いた印刷物では、種々の基材に対する画像（印字）の
密着性に改善の余地があることが判明した。
【０００７】
　本発明は、上記の実情に鑑みてなされたものであり、優れた硬化性、タック性および密
着性を有する光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、本発明は、重合性化合物および光重合開始剤を含有する光硬化型インクジェ
ット印刷用インク組成物であって、前記重合性化合物は、トリシクロデカンジメタノール
ジ（メタ）アクリレートと、アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、ベンジ
ル（メタ）アクリレートと、エチルカルビトール（メタ）アクリレートを含み、前記イン
ク組成物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートの割合は３質量
％以上２３質量％以下であり、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートの割合は２
質量％以上３５質量％以下である光硬化型インクジェット印刷用インク組成物、に関する
。
【０００９】
　また、本発明は、前記光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を印刷して得られる
印刷物、に関する。
【００１０】
　また、本発明は、前記光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を用いるインクジェ
ット印刷方法、に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物における効果の作用メカニズムの
詳細は不明な部分があるが、以下のように推定される。ただし、本発明は、この作用メカ
ニズムに限定して解釈されなくてもよい。
【００１２】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、重合性化合物および光重合開
始剤を含有する光硬化型インクジェット印刷用インク組成物であって、前記重合性化合物
は、特定量のトリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートと、アミド結合およ
び環構造を有する単官能モノマーと、ベンジル（メタ）アクリレートと、特定量のエチル
カルビトール（メタ）アクリレートを含む。重合性化合物として、上記のモノマー成分を
使用することにより、光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、優れた硬化性、タ
ック性および密着性を有する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、重合性化合物および光重合開
始剤を含有する。
【００１４】
＜重合性化合物＞
　本発明の重合性化合物は、トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートと、
アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、ベンジル（メタ）アクリレートと、
エチルカルビトール（メタ）アクリレートを含む。なお、本発明において、「（メタ）ア
クリレート」とは、アクリレートおよび／またはメタアクリレートを意味する。
【００１５】
　前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーとしては、例えば、（メタ）アク
リロイルモルフォリン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ）ア
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クリロイルピロリジン、（メタ）アクリロイルピペリジンなどが挙げられる。これらの中
でも、（メタ）アクリロイルモルフォリン、Ｎ－ビニルカプロラクタムが好ましい。前記
アミド結合および環構造を有する単官能モノマーは単独で、または２種以上を組み合わせ
て使用することができる。
【００１６】
　本発明の重合性化合物は、さらに、硬化性を向上させる観点から、重合性化合物として
、アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーを含むことが好ましい。前記アミン変性（
メタ）アクリレートオリゴマーは単独で、または２種以上を組み合わせて使用することが
できる。
【００１７】
　前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーは、分子中に、少なくとも１つのアミ
ノ基と、少なくとも１つの（メタ）アクリロイル基を有するオリゴマーであれば特に制限
されない。一方、前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーが分子中に有する（メ
タ）アクリロイル基の数は、１つ以上であれば特に制限されないが、１つ以上６つ以下で
あることが好ましく、２つ以上４つ以下であることが好ましい。（メタ）アクリロイル基
の数が上記範囲であると、アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーが重合性化合物と
反応しやすくなり、また、インク組成物の粘度が適度な範囲になりやすい。
【００１８】
　前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーは、所望のモノマーを重合した合成品
であってもよく、市販品であってもよい。前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマ
ーの市販品としては、例えば、商品名「ＧＥＮＯＭＥＲ５１６１」、「ＧＥＮＯＭＥＲ５
２７５」（以上、ＲＡＨＮ社製）；商品名「ＣＮ３７１」、「ＣＮ３７３」、「ＣＮ３８
３」、「ＣＮ３８４」、「ＣＮ３８６」、「ＣＮ５０１」、「ＣＮ５５０」、「ＣＮ５５
１」（以上、アルケマ社製）；商品名「ＥＢＥＣＲＹＬ７１００」、「ＥＢＥＣＲＹＬ８
０」、「ＥＢＥＣＲＹＬ８１」、「ＥＢＥＣＲＹＬ８３」、「ＥＢＥＣＲＹＬ８４」、「
ＥＢＥＣＲＹＬＰ１１５」（以上、ダイセル・サイテック社製）；商品名「Ｌａｒｏｍｅ
ｒ　ＰＯ７７Ｆ（ＬＲ８９４６）」、「Ｌａｒｏｍｅｒ　ＬＲ８９５６」、「Ｌａｒｏｍ
ｅｒ　ＬＲ８９９６」、「Ｌａｒｏｍｅｒ　ＰＯ９４Ｆ（ＬＲ８８９４）」（以上、ＢＡ
ＳＦ社製）；商品名「Ｐｈｏｔｏｍｅｒ４７７１」、「Ｐｈｏｔｏｍｅｒ４７７５」、「
Ｐｈｏｔｏｍｅｒ４９６７」、「Ｐｈｏｔｏｍｅｒ５０９６」、「Ｐｈｏｔｏｍｅｒ５６
６２」、「Ｐｈｏｔｏｍｅｒ５９３０」（以上、コグニス社製）；商品名「Ｄｏｕｂｌｅ
ｃｕｒｅＥＰＤ」、「ＤｏｕｂｌｅｃｕｒｅＯＰＤ」、「Ｄｏｕｂｌｅｃｕｒｅ１１５」
、「Ｄｏｕｂｌｅｃｕｒｅ２２５」、「Ｄｏｕｂｌｅｃｕｒｅ６４５」、「ＰｏｌｙＱ２
２２」、「ＰｏｌｙＱ２２６」、「ＰｏｌｙＱ２２４」、「ＰｏｌｙＱ１０１」（以上、
ＤｏｕｂｌｅＢｏｎｄＣｈｅｍｉｃａｌｓ社製）などが挙げられる。
【００１９】
　本発明の重合性化合物は、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレート
と、前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、前記ベンジル（メタ）アク
リレートと、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートと、前記アミン変性（メタ）
アクリレートオリゴマー以外の、光硬化型インクジェット印刷用インク組成物に使用され
る公知の重合性化合物（その他の重合性化合物）を、本発明の効果を損なわない範囲で含
むことができる。
【００２０】
　前記その他の重合性化合物としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、ブチル（
メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレートなどのアルキル（メタ）
アクリレート；イソボニル（メタ）アクリレートなどの脂環構造を有する（メタ）アクリ
レート；エトキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ）アクリレートな
どのアルコキシアルキル（メタ）アクリレート；トリエチレングリコールモノブチルエー
テル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルなどのポリアルキレングリコールモノ
アルキルエーテルの（メタ）アクリル酸エステル；ヘキサエチレングリコールモノフェニ
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ルエーテルなどのポリアルキレングリコールモノアリールエーテルの（メタ）アクリル酸
エステル；グリセロール（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ートなど水酸基を有する（メタ）アクリレートなどの単官能モノマーが挙げられる。
【００２１】
　また、前記その他の重合性化合物としては、１，３－ブチレングリコールジアクリレー
ト、１，４－ブタンジオールジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、１
，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリ
エチレングリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリエ
チレングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレート、エトキシ
化ビスフェノールＡジアクリレート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレート、ジプ
ロピレングリコールジアクリレート、アクリレートエステル（ジオキサングリコールジア
クリレート）、アルコキシ化ヘキサンジオールジアクリレート、アルコキシ化シクロヘキ
サンジメタノールジアクリレート、アルコキシ化ジアクリレート、プロポキシ化ネオペン
チルグリコールジアクリレート、アルコキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、
アルコキシ化脂肪族ジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、トリス
（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリアクリレート、ペンタエリスリトールト
リアクリレート、エトキシ化トリメチロールプロパントリアクリレート、プロポキシ化ト
リメチロールプロパントリアクリレート、プロポキシ化グリセリルトリアクリレート、ト
リメチロールプロパントリメタクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、
ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート、エトキシ化ペンタエリスリトールテトラ
アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレートなどの多官能モノマーが挙げ
られる。また、前記その他の重合性化合物としては、例えば、エチレン性不飽和二重結合
を有するウレタンオリゴマーなどの光重合性オリゴマーなどが挙げられる。
【００２２】
　前記重合性化合物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートと、
前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、前記ベンジル（メタ）アクリレ
ートと、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートの合計の割合は、塗膜のガラス転
移温度と架橋密度のバランスをとり、密着性および鉛筆硬度を向上させる観点から、７０
質量％以上であることが好ましく、８０質量％以上であることがより好ましく、８５質量
％以上であることがさらに好ましく、９０質量％以上であることがよりさらに好ましく、
９５質量％以上であることがよりさらに好ましい。
【００２３】
　また、前記重合性化合物として、前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーを使
用する場合、前記重合性化合物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリ
レートと、前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、前記ベンジル（メタ
）アクリレートと、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートと、前記アミン変性（
メタ）アクリレートオリゴマーの合計の割合は、塗膜のガラス転移温度と架橋密度のバラ
ンスをとり、密着性および鉛筆硬度を向上させる観点から、７５質量％以上であることが
好ましく、８５質量％以上であることがより好ましく、９０質量％以上であることがさら
に好ましく、９５質量％以上であることがよりさらに好ましく、９８質量％以上であるこ
とがよりさらに好ましい。
【００２４】
＜光重合開始剤＞
　本発明の光重合開始剤は、光重合を開始するものであれば特に制限されず、光硬化型イ
ンクジェット印刷用インク組成物に使用される光重合開始剤を用いることができる。前記
光重合開始剤としては、例えば、ベンゾインエーテル系光重合開始剤、アセトフェノン系
光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始剤、芳香族スルホニルクロリド系光重合開始剤
、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾイン系光重合開始剤、ベンジル系光重合開始剤
、ベンゾフェノン系光重合開始剤、ケタール系光重合開始剤、チオキサントン系光重合開
始剤、トリアジン系光重合開始剤、アシルフォスフィンオキシド系光重合開始剤などが挙
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げられる。これらの中でも、発光ダイオード（ＬＥＤ）光に対する硬化性が良好である観
点から、トリアジン系光重合開始剤、アシルフォスフィンオキシド系光重合開始剤が好ま
しい。前記光重合開始剤は単独で、または２種以上を組み合わせて使用することができる
。
【００２５】
　前記トリアジン系光重合開始剤としては、例えば、２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリ
アジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ
－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ
－トリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペニル－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－
６－スチリル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロ
メチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（
トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６
－トリアジン、２，４－トリクロロメチル（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン
などが挙げられ、市販品としては、例えば、商品名「ＴＡＺ－２０４」（みどり化学社製
）などが挙げられる。
【００２６】
　前記アシルフォスフィンオキシド系光重合開始剤としては、例えば、２，４，６－トリ
メチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキサイド（商品名「ＴＰＯ」、Ｌａｍｂ
ｅｒｔｉ社製）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオ
キサイド（商品名「ＩＲＧＡＣＵＲＥ８１９」、チバ・スペシャルティケミカルズ社製）
などが挙げられる。
【００２７】
　前記インク組成物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートの割
合は３質量％以上２３質量％以下である。前記インク組成物中、前記トリシクロデカンジ
メタノールジ（メタ）アクリレートの割合は、タック性を向上させる観点から、５質量％
以上であることが好ましく、そして、密着性を向上させる観点から、２０質量％以下であ
ることが好ましい。
【００２８】
　前記インク組成物中、前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーの割合は、
感光性を向上させる観点から、１５質量％以上であることが好ましく、２０質量％以上で
あることがより好ましく、そして、密着性を向上させる観点から、３５質量％以下である
ことが好ましく、３０質量％以下であることがより好ましい。
【００２９】
　前記インク組成物中、前記ベンジル（メタ）アクリレートの割合は、インクジェットヘ
ッドからの吐出安定性を高める観点から、１０質量％以上であることが好ましく、１５質
量％以上であることがより好ましく、そして、タック性を向上させる観点から、５５質量
％以下であることが好ましく、５０質量％以下であることがより好ましい。
【００３０】
　前記インク組成物中、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートの割合は２質量％
以上３５質量％以下である。前記インク組成物中、前記エチルカルビトール（メタ）アク
リレートの割合は、密着性を向上させる観点から、３質量％以上であることが好ましく、
そして、タック性を向上させる観点から、３０質量％以下であることが好ましい。
【００３１】
　前記インク組成物中、前記トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートと、
前記アミド結合および環構造を有する単官能モノマーと、前記ベンジル（メタ）アクリレ
ートと、前記エチルカルビトール（メタ）アクリレートの合計の割合は、密着性および鉛
筆硬度を向上させる観点から、７５質量％以上であることが好ましく、８０質量％以上で
あることがより好ましく、そして、インクジェットヘッドからの吐出安定性を高める観点
から、９５質量％以下であることが好ましく、９０質量％以下であることがより好ましい
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。
【００３２】
　前記インク組成物中、前記アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーの割合は、硬化
性を向上させる観点から、０．１質量％以上であることが好ましく、０．５質量％以上で
あることがより好ましく、そして、８質量％以下であることが好ましく、４質量％以下で
あることがより好ましい。
【００３３】
　前記インク組成物中、前記光重合開始剤の割合は、硬化性を向上させる観点から、３質
量％以上であることが好ましく、５質量％以上であることがより好ましく、そして、過剰
添加を防止する観点から、１５質量％以下であることが好ましく、１０質量％以下である
ことがより好ましい。
【００３４】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、硬化性を向上させる観点から
、増感剤を含んでいてもよい。前記増感剤は単独で、または２種以上を組み合わせて使用
することができる。
【００３５】
　前記増感剤としては、例えば、９，１０－ジブトキシアントラセン、９，１０－ジエト
キシアントラセン、９，１０－ジプロポキシアントラセン、９，１０－ビス（２－エチル
ヘキシルオキシ）アントラセンなどのアントラセン系増感剤；２，４－ジエチルチオキサ
ントン、２－イソプロピルチオキサントン、４－イソプロピルチオキサントンなどのチオ
キサントン系増感剤などが挙げられ、これらの中でも、チオキサントン系増感剤が好まし
い。前記増感剤の市販品としては、アントラセン系増感剤では、商品名「ＤＢＡ」、「Ｄ
ＥＡ」（以上、川崎化成工業社製）、チオキサントン系増感剤では、商品名「ＤＥＴＸ」
、「ＩＴＸ」（Ｌａｍｂｓｏｎ社製）などが挙げられる。
【００３６】
　前記インク組成物中、前記増感剤の割合は、過剰添加を防止する観点から、５質量％以
下であることが好ましい。なお、増感剤として、チオキサントン系増感剤を使用する場合
、光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を黄色に変色させる傾向があるため、色相
毎に、チオキサントン系増感剤の含有量を適宜決めることが好ましい。例えば、色味の変
化の影響を受けやすいホワイトインク組成物およびクリアーインク組成物では、増感剤と
して、チオキサントン系増感剤は含まないようにすることが好ましい。また、マゼンタイ
ンク組成物およびシアンインク組成物では、色相の変化が問題となるので、色相に問題が
生じない範囲で使用することが好ましい。また、ブラックインク組成物およびイエローイ
ンク組成物は、変色があっても色相に影響しないのと、光重合性が他の色相より乏しいこ
とから、増感剤として、チオキサントン系増感剤を使用することが好ましい。
【００３７】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、必要に応じて、着色剤を含む
ことができる。前記着色剤は単独で、または２種以上を組み合わせて使用することができ
る。
【００３８】
　前記着色剤は、インクジェット用インク組成物に使用される、有機顔料、無機顔料など
の顔料；染料を特に制限なく使用することができるが、耐光性を向上させる観点から、顔
料が好ましい。前記有機顔料としては、例えば、染料レーキ顔料、アゾ系顔料、ベンズイ
ミダゾロン系顔料、フタロシアニン系顔料、キナクリドン系顔料、アントラキノン系顔料
、ジオキサジン系顔料、インジゴ系顔料、チオインジコ系顔料、ペリレン系顔料、ペリノ
ン系顔料、ジケトピロロピロール系顔料、イソインドリノン系顔料、ニトロ系顔料、ニト
ロソ系顔料、アンスラキノン系顔料、フラバンスロン系顔料、キノフタロン系顔料、ピラ
ンスロン系顔料、インダンスロン系顔料などが挙げられる。また、前記無機顔料としては
、例えば、カーボンブラック、酸化チタン、亜鉛華、ベンガラ、黒鉛、鉄黒、酸化クロム
グリーン、水酸化アルミニウムなどが挙げられる。前記顔料は、公知の表面処理剤により
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表面処理されたものであってもよい。
【００３９】
　前記顔料の代表的な色相ごとの具体例としては、以下のものが挙げられる。
【００４０】
　イエロー顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１、２、３
、１２、１３、１４、１６、１７、４２、７３、７４、７５、８１、８３、８７、９３、
９５、９７、９８、１０８、１０９、１１４、１２０、１２８、１２９、１３８、１３９
、１５０、１５１、１５５、１６６、１８０、１８４、１８５、２１３などが挙げられる
。
【００４１】
　マゼンタ顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５、７、１２、２
２、３８、４８：１、４８：２、４８：４、４９：１、５３：１、５７、５７：１、６３
：１、１０１、１０２、１１２、１２２、１２３、１４４、１４６、１４９、１６８、１
７７、１７８、１７９、１８０、１８４、１８５、１９０、２０２、２０９、２２４、２
４２、２５４、２５５、２７０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９などが挙
げられる。
【００４２】
　シアン顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、２、３、１５
、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１８、２２、２７、２９
、６０などが挙げられる。
【００４３】
　ブラック顔料としては、例えば、カーボンブラック（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａ
ｃｋ　７）などが挙げられる。
【００４４】
　ホワイト顔料としては、例えば、酸化チタン、酸化アルミニウムなどが挙げられ、アル
ミナ、シリカなどの種々の材料で表面処理されていてもよい。
【００４５】
　前記インク組成物中、前記着色剤の割合は、印刷物の印画濃度を向上させる観点から、
１質量％以上であることが好ましく、１．２質量％以上であることがより好ましく、そし
て、吐出安定性を向上させる観点から、５質量％以下であることが好ましく、４質量％以
下であることがより好ましい。ただし、前記顔料がホワイト顔料である場合、前記インク
組成物中、前記ホワイト顔料の割合は、３質量％以上であることが好ましく、５質量％以
上であることがより好ましく、そして、１５質量％以下であることが好ましく、１０質量
％以下であることがより好ましい。
【００４６】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物において、前記顔料を使用する場
合、顔料分散剤を使用することが好ましい。
【００４７】
　前記顔料分散剤は、顔料の分散性、インク組成物の保存安定性を向上させるために使用
するもので、従来から使用されているものを特に制限なく使用できるが、その中でも高分
子顔料分散剤を使用することが好ましい。前記顔料分散剤は単独で、または２種以上を組
み合わせて使用することができる。
【００４８】
　前記高分子顔料分散剤としては、例えば、カルボジイミド系分散剤、ポリエステルアミ
ン系分散剤、脂肪酸アミン系分散剤、変性ポリアクリレート系分散剤、変性ポリウレタン
系分散剤、多鎖型高分子非イオン系分散剤、高分子イオン活性剤などが挙げられる。
【００４９】
　前記顔料分散剤の含有量は、顔料の分散性およびインク組成物の貯蔵安定性を高める観
点から、前記顔料１００質量部に対して、１質量部以上であることが好ましく、５質量部
以上であることがより好ましく、また、１００質量部以下であることが好ましく、６０質
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量部以下であることがより好ましい。
【００５０】
＜界面活性剤＞
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物には、使用するインクジェットヘ
ッドに応じて、光硬化型インクジェット印刷用インク組成物に使用される公知の界面活性
剤が特に制限なく使用でき、例えば、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、アニオ
ン界面活性剤、ベタイン界面活性剤が挙げられる。前記界面活性剤の具体例としては、例
えば、ポリエーテル変性シリコーンオイル、ポリエステル変性ポリジメチルシロキサン、
ポリエステル変性メチルアルキルポリシロキサンなどのシリコーン系界面活性剤、フッ素
系界面活性剤、アセチレン系界面活性剤などが挙げられる。前記界面活性剤は単独で、ま
たは２種以上を組み合わせて使用することができる。
【００５１】
　前記シリコーン系界面活性剤としては、例えば、商品名「ＢＹＫ－３０７」、「ＢＹＫ
－３１５Ｎ」、「ＢＹＫ－３３１」、「ＢＹＫ－３３３」、「ＢＹＫ－３４７」、「ＢＹ
Ｋ－３４８」、「ＢＹＫ－３４９」、「ＢＹＫ－３４５」、「ＢＹＫ－３７８」、「ＢＹ
Ｋ－３４５５」（以上、ビックケミー社製）などが挙げられる。
【００５２】
　前記フッ素系界面活性剤としては、例えば、商品名「Ｆ－４１０」、「Ｆ－４４４、「
Ｆ－５５３」（以上、ＤＩＣ社製）；商品名「ＦＳ－６５」、「ＦＳ－３４」、「ＦＳ－
３５」、「ＦＳ－３１」、「ＦＳ－３０」（以上、デュポン社製）などが挙げられる。
【００５３】
　前記アセチレン系界面活性剤としては、例えば、商品名「ダイノール６０７」、「ダイ
ノール６０９」、「オルフィンＥ１００４」、「オルフィンＥ１０１０」、「オルフィン
Ｅ１０２０」、「オルフィンＰＤ－００１」、「オルフィンＰＤ－００２Ｗ」、「オルフ
ィンＰＤ－００４」、「オルフィンＰＤ－００５」、「オルフィンＥＸＰ．４００１」、
「オルフィンＥＸＰ．４２００」、「オルフィンＥＸＰ．４１２３」、「オルフィンＥＸ
Ｐ．４３００」（以上、日信化学社製）；商品名「サーフィノール１０４Ｅ」、「サーフ
ィノール１０４Ｈ」、「サーフィノール１０４Ａ」、「サーフィノール１０４ＢＣ」、「
サーフィノール１０４ＤＰＭ」、「サーフィノール１０４ＰＡ」、「サーフィノール１０
４ＰＧ－５０」、「サーフィノール４２０」、「サーフィノール４４０」、「サーフィノ
ール４６５」（以上、ＥＶＯＮＩＫ社製）などが挙げられる。
【００５４】
　前記インク組成物中、前記界面活性剤の割合は、インク組成物の表面張力を低下させ、
インクジェットヘッドからの吐出安定性を高める観点から、０．００５質量％以上である
ことが好ましく、０．０１質量％以上であることがより好ましく、そして、配合中に発生
するインク組成物中の泡を抑制し、吐出安定性を高める観点から、１．５質量％以下であ
ることが好ましく、１質量％以下であることがより好ましい。
【００５５】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物には、必要に応じ、溶剤を配合す
ることができる。前記溶剤としては、エステル系有機溶剤、エーテル系有機溶剤、エーテ
ルエステル系有機溶剤、ケトン系有機溶剤、芳香族炭化水素溶剤、含窒素系有機溶剤など
が挙げられる。また、前記溶剤としては、１気圧下における沸点が１５０～２２０℃であ
るものが挙げられる。前記溶剤は、インク組成物の硬化性、環境問題などの観点から、極
力使用されないことが好ましい観点から、前記溶剤の割合は、インク組成物中、５質量％
以下であることが好ましく、２質量％以下であることがより好ましい。
【００５６】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物には、必要に応じて種々の機能性
を発現させるため、各種の添加剤を含有することができる。各種の添加剤としては、例え
ば、光安定化剤、表面処理剤、粘度低下剤、酸化防止剤、老化防止剤、架橋促進剤、重合
禁止剤、可塑剤、防腐剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、保湿剤などが挙げられる。
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【００５７】
＜光硬化型インクジェット印刷用インク組成物の調製方法＞
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を調製（製造）する方法は、特に
限定されず、例えば、上記の成分を添加してビーズミルや３本ロールミルなどで混合して
調製することができる。なお、前記顔料を用いる場合、例えば、重合性化合物、顔料、お
よび顔料分散剤を混合して、予め顔料分散体（コンクベースインク）を得た後、得られた
顔料分散体（コンクベースインク）に、光重合開始剤などの他の成分を添加して調製する
ことができる。
【００５８】
　本発明の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物は、良好なインク吐出性能、厚膜
の印刷塗膜を得るなどの観点から、２５℃における粘度が１０ｍＰａ・ｓ以下であること
が好ましい。なお、前記２５℃における粘度は、Ｂ型粘度計（商品名：ＲＥ１００Ｌ型粘
度計、東機産業社製）を用いて測定できる。
【００５９】
＜印刷物＞
　本発明の印刷物は、前記光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を印刷して得られ
る。具体的には、前記光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を、基材にインクジェ
ット印刷機を用いて塗工（印刷）して得られる。
【００６０】
　前記基材としては、従来公知の光硬化型インクジェット印刷用インク組成物が適用可能
な基材であれば特に限定されず、前記基材としては、例えば、プラスチック、紙、カプセ
ル、ジェル、金属箔、ガラス、木材、布などが挙げられる。また、前記プラスチックとし
ては、例えば、ポリカーボネート、硬質塩化ビニル、軟質塩化ビニル、ＡＢＳ、ポリエチ
レン、ポリエステル、ポリプロピレン、アクリル、スチレンなどが挙げられる。
【００６１】
＜インクジェット印刷方法＞
　本発明のインクジェット印刷方法は、従来公知の条件が適宜採用できるが、例えば、前
記光硬化型インクジェット印刷用インク組成物をインクジェット記録方式用プリンター装
置のプリンターヘッドに供給し、このプリンターヘッドからインク組成物を前記基材に吐
出した後、基材に着弾したインク組成物を光で露光し硬化させる方法などが挙げられる。
光の光源としては、例えば、紫外線、電子線、可視光線、発光ダイオード（ＬＥＤ）など
が挙げられる。
【実施例】
【００６２】
　以下に本発明を実施例などによって説明するが、本発明はこれらのみに限定されない。
【００６３】
＜顔料分散体（シアンコンクベース）の製造＞
　重合性化合物としてベンジルアクリレートを５７．６質量部、シアン顔料としてピグメ
ントブルー１５：４（商品名「ヘリオゲンブルーＤ７１１０Ｆ」、ＢＡＳＦジャパン社製
）を１６質量部、顔料分散剤としてポリエステルアミン系分散剤（商品名「アジスパーＰ
Ｂ８２２」、味の素ファインケミカル社製）を６．４質量部配合した混合物を、アイガー
ミル（メディアとして直径０．５ｍｍのジルコニアビーズを使用）を用いて分散させて、
顔料分散体（シアンコンクベース）を製造した。
【００６４】
＜顔料分散体（マゼンタコンクベース）の製造＞
　重合性化合物としてベンジルアクリレートを１１６．４質量部、マゼンタ顔料としてピ
グメントレッド１２２（商品名「Ｆａｓｔｏｇｅｎ　ＳｕｐｅｒＭａｇｅｎｔａＲＧＴ」
、ＤＩＣ社製）を２４質量部、顔料分散剤としてポリエステルアミン系分散剤（商品名「
アジスパーＰＢ８２２」、味の素ファインケミカル社製）を９．６質量部配合した混合物
を、アイガーミル（メディアとして直径０．５ｍｍのジルコニアビーズを使用）を用いて
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分散させて、顔料分散体（マゼンタコンクベース）を製造した。
【００６５】
＜顔料分散体（イエローコンクベース）の製造＞
　重合性化合物としてベンジルアクリレートを１０３．７質量部、イエロー顔料としてピ
グメントイエロー１５０（商品名「レバスクリーンイエローＧ０１」、ランクセス社製）
を２８．８質量部、顔料分散剤としてポリエステルアミン系分散剤（商品名「アジスパー
ＰＢ８２２」、味の素ファインケミカル社製）を１１．５質量部配合した混合物を、アイ
ガーミル（メディアとして直径０．５ｍｍのジルコニアビーズを使用）を用いて分散させ
て、顔料分散体（イエローコンクベース）を製造した。
【００６６】
＜顔料分散体（ブラックコンクベース）の製造＞
　重合性化合物としてベンジルアクリレートを６４．８質量部、ブラック顔料としてピグ
メントブラック７（商品名「三菱カーボンブラックＭＡ－７」、三菱ケミカル社製））を
１８質量部、顔料分散剤としてポリエステルアミン系分散剤（商品名「アジスパーＰＢ８
２２」、味の素ファインケミカル社製）を７．２質量部配合した混合物を、アイガーミル
（メディアとして直径０．５ｍｍのジルコニアビーズを使用）を用いて分散させて、顔料
分散体（ブラックコンクベース）を製造した。
【００６７】
＜実施例１＞
＜光硬化型インクジェット印刷用インク組成物の製造＞
　表１に示す各原料を表１の質量割合になるように配合し、撹拌混合後、実施例１の光硬
化型インクジェット印刷用インク組成物を製造した。
【００６８】
＜実施例２～８、比較例１～６＞
＜光硬化型インクジェット印刷用インク組成物の製造＞
　各実施例および各比較例において、使用する原料およびその量を、表１に示すように変
更したこと以外は、実施例１と同様の方法により、実施例２～８、および比較例１～６の
光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を製造した。
【００６９】
＜光硬化型インクジェット印刷用インク組成物の評価＞
　以下の方法により評価し、それらの結果を表１に示す。
【００７０】
＜粘度＞
　実施例および比較例で得た光硬化型インクジェット印刷用インク組成物について、Ｅ型
粘度計（商品名：ＲＥ１００Ｌ型粘度計、東機産業社製）を使用して、温度２５℃、ロー
ター回転速度２０ｒｐｍの条件で、粘度を測定した。
【００７１】
＜硬化性＞
　実施例および比較例で得た光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を、塩化ビニル
樹脂シート（「ＰＶＣ８０」、１２ｃｍ×１８ｃｍ、リンテック社製）に、＃４のバーコ
ーターで塗布した。次いで、フォセオン・テクノロジー社製ＵＶ－ＬＥＤ光ランプにて、
ランプとインクの塗布面との距離２ｃｍ、１回当たりの照射時間１秒の照射条件（１秒間
当たりのＵＶ積算光量６０ｍＪ／ｃｍ２）下で、インクの塗布面を綿棒で擦って、インク
が付着しなくなるまでの照射回数にて評価し、硬化膜を形成した。
【００７２】
＜タック性＞
　実施例および比較例で得た光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を、アクリル板
（「アクリライトＬ」、三菱レイヨン社製）に、＃４のバーコーターで塗布した。次いで
、フォセオン・テクノロジー社製ＵＶ－ＬＥＤ光ランプにて、ランプとインクの塗布面と
の距離２ｃｍ、１回当たりの照射時間１秒の照射条件（１秒間当たりのＵＶ積算光量６０
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ｍＪ／ｃｍ２）下で、２回の照射をして、硬化膜を形成した。得られた硬化膜を指触して
、その塗膜表面の状態を目視で確認することにより、タック性を評価した。
［タック性の評価基準］
　○：塗膜に指紋が付着しない。
　△：塗膜に僅かに指紋が付着する。
　×：塗膜に指紋が付着する。
【００７３】
＜鉛筆硬度＞
　上記の＜タック性＞で作製した硬化膜を用い、ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－４に従って測
定した。
【００７４】
＜密着性＞
　実施例および比較例で得た光硬化型インクジェット印刷用インク組成物を、各種基材（
塩化ビニル樹脂シート（「ＰＶＣ８０」、リンテック社製）、ＡＢＳ板（「ＡＢＳＮ－０
５１００１」、東レプラスチック精工社製）、ポリカーボネート（ＰＣ）板（「ＮＦ２０
００白」、三菱ガス化学社製）、アクリル板（「アクリライトＬ」、三菱レイヨン社製）
、またはＰＥＴフィルム（「Ｅ－５１００」、東洋紡社製））に、＃４のバーコーターを
用いて塗布し、フォセオン・テクノロジー社製ＵＶ－ＬＥＤ光ランプにて、ランプとイン
クの塗布面との距離２ｃｍ、１回当たりの照射時間１秒の照射条件（１秒間当たりのＵＶ
積算光量６０ｍＪ／ｃｍ２）下で、２回の照射をして、硬化膜を形成した。硬化膜を形成
した。得られた硬化膜表面に、ニチバン製セロハンテープを張り付けた後、そのセロハン
テープを剥がしたときのインキ硬化膜表面の剥離の程度を目視にて評価した。
［密着性の評価基準］
　○：剥離はみられない。
　×：塗膜が完全に剥離する。
【００７５】
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【表１】

【００７６】
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　表１中、重合性化合物として、
　トリシクロデカンジメタノールジアクリレートは、トリシクロデカンジメタノールジア
クリレート（商品名「Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｍ２６２」アルケマ社製）；
　１，６－ヘキサンジオールジアクリレートは、１，６－ヘキサンジオールジアクリレー
ト（商品名「Ｓａｒｔｏｍｅｒ　ＳＲ２３８」、アルケマ社製）；
　トリメチロールプロパントリアクリレートは、トリメチロールプロパントリアクリレー
ト（商品名「Ｍｉｒａｍｅｒ　Ｍ３００」、Ｍｉｗｏｎ社製）；
　アクリロイルモルフォリンは、アクリロイルモルフォリン（商品名「ＡＣＭＯ」、ＫＪ
ケミカルズ社製）；
　Ｎ－ビニルカプロラクタムは、Ｎ－ビニルカプロラクタム（商品名「ＶＣＡＰ」、Ａｓ
ｈｌａｎｄ社製）；
　ベンジルアクリレートは、ベンジルアクリレート（商品名「ビスコート＃１６０」、大
阪有機化学社製）；
　エチルカルビトールアクリレートは、エチルカルビトールアクリレート（商品名「ビス
コート＃１９０」、大阪有機化学社製）；を示す。
【００７７】
　表１中、
　アミン変性（メタ）アクリレートオリゴマーは、アミン変性（メタ）アクリレートオリ
ゴマー（商品名「Ｓａｒｔｏｍｅｒ　ＣＮ３７１」、アルケマ社製）；
　ＴＰＯは、２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキサイド
（商品名「Ｓｐｅｅｄｃｕｒｅ　ＴＰＯ」、ＬＡＭＢＳＯＮ社製）；
　Ｉｒ８１９：ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキ
サイド（商品名「Ｉｒｇａｃｕｒｅ　８１９」、ＢＡＳＦジャパン社製）；
　ＤＥＴＸは、チオキサントン系増感剤（商品名「Ｓｐｅｅｄｃｕｒｅ　ＤＥＴＸ」、Ｌ
ＡＭＢＳＯＮ社製）；
　ＭＥＨＱは、メトキノン（精工化学社製）；
　ＢＹＫ－３１５Ｎは、シリコーン系界面活性剤（商品名「ＢＹＫ－３１５Ｎ」、ビック
ケミー社製）；
　ＢＹＫ－３３１は、シリコーン系界面活性剤（商品名「ＢＹＫ－３３１」、ビックケミ
ー社製）；
　ＰＢ１５：４は、シアン顔料（商品名「ヘリオゲンブルーＤ７１１０Ｆ」、ＢＡＳＦジ
ャパン社製）；
　ＰＲ１２２は、マゼンタ顔料（商品名「Ｆａｓｔｏｇｅｎ　ＳｕｐｅｒＭａｇｅｎｔａ
ＲＧＴ」、ＤＩＣ社製）；
　ＰＹ１５０は、イエロー顔料（商品名「レバスクリーンイエローＧ０１」、ランクセス
社製）；
　ＰＢ７は、ブラック顔料（商品名「三菱カーボンブラックＭＡ－７」、三菱ケミカル社
製）；
　ＰＢ８２２は、ポリエステルアミン系分散剤（商品名「アジスパーＰＢ８２２」、味の
素ファインケミカル社製）；を示す。
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